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事業報告

夏期英語研修（英国立バンガー大学にて）報告

Report　on　the　English　Language　Summer　Course　at　Bangor　University　in　the　UK

石川玲子

キーワード　英語研修、イギリス（英国）、ウェールズ、バンガー大学

初めてであったので、国際交流部長として、ま

た「海外研ll参」の担当者として、学生に同行

し、プログラムの一部を視察した。また、IJS

所長砂田恭美氏やスタッフの方々とも親交を深

め、様々な情報を得ることができた。以下に、

41r問の滞在で得た情報や視察した内容を含め

て、今回のプログラムについての報告をする、、

英語研修について

　本学は平成27年4月英国立バンガー大学日

本研究所（lnstitute　of　Japanese　Studies，　Bangor　　この英語研修には、本学1名の他に、愛媛大

University：以下IJS）との間に、同研究所がダ　　学7名、岡山県立大学11名、神戸大学1名、

ブリン大学トリニティ・ファウンデーション・　　学習院大学1名（神戸大学、学習院大学からの

プログラム（以下TFP）との共催で提供する3　各1名は協定校とは別のルートからの参加）、

週間の英語研修やディスタンス・ラーニングに　　合計21名が参加した。参加者は、8月27Elか

ついて、相互に協力しあうことを約する協定を　　ら9月17日までの3週間、それぞれバンガー

結んだ。その協定に基づき、今年度本学では初　　市内、および近郊にホームステイをし、月曜か

めてバンガー大学での英語研修の希望者を募っ　　ら金曜まで、週18時間、計54時間の授業を受

た。この研修の参加者は、研修の参加に加え、　講した。それらの授業は、TFPに所属する

事前・事後指導の出席と課題提出を行うことに　　EFL（English　as　a　Foreign　Language）専門の教

より、2単位を取得できることになっている。　　員7名と、バンガー大学とTFPの両方で教鞭

　説明会を経て、最終的に参加したのは人文学　　を取るビジネス専門の教員1名によって行われ

部3回生1名のみであったが、先述したよう　　な。授業の内容については後述するが、非常に

に、本学にとってバンガー大学での研修は今回　　多彩なものとなっている。参加した21名は最
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初のテストで2つのクラスに分かれたが、内容　　ず、日本人スタッフの司会により、学生たちが

によって2クラス合同での授業も行われた．　　　「｜己紹介をしたが、多くの学生が英語の修得に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対する意欲と目的意識をもって参加しているこ

　　　プログラムの内容について　　　　　とが感じられた．次にUS所長砂田氏からプロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グラムの内容や流れについての全体的な説明が

　まず、私が同行した8月27Llから29　Llの流　　あった．その後のオリエンテーションでは、イ

れを述べる．私が同行したのはプログラムのほ　　ギリスでの生活についての留意点やホストファ

んの一部であるが、その間学生と行動を共にし　　ミリー宅でのマナーなどの説明があり、学生に

て、授業を参観することで、学生に対するスタ　　とって役立つ情報が多く含まれていた，このオ

ッフのケアが非常に行き届いたものであるこ　　リエンテーションは、日本人スタッフによる日

と、またプログラムの内容が非常に充実したも　　本語での説明の後、バンガー大学教員によって

のであることを実感した、、　　　　　　　　　　英語での説明（一部内容が異なる）がなされる

　8月27U早朝に伊丹空港を発ち、成田空港　　という二段階で行われたが、そこには、英語力

とロンドンのヒースロー空港で飛行機を乗り継　　の問題で大切な注意点や留意事項を理解できな

いで夕方マンチェスター空港に到着．マンチェ　　いということのないように、しかし一方で、英

スター空港で、IJSのH本人スタッフが出迎え　　語を学びに来たのだという学生の自覚を促すよ

てくれた。そこで、他大学の学生と合流し、車　　うにという配慮がなされていると感じた、

で2時間ほどの距離を、貸切バスでバンガー市　　　休憩を挟み、「Li飴in　Britain」というテーマ

に向かった。（i司川県立大学の学生は事情で2　で、ペアワークを組み込んだ授業と、翌Hのフ

ロ後に到着、プログラムには翌週からの参加と

なった）バスの中では、バンガー市内の地図

をはじめ、差しあたって必要なプリントが配布

され、把握しておくべき事柄についての説明を

受けた，また、スタッフのノ∫がバスの中で撮っ

てくださった写真は、パスワードによって保護

された家族川のプログに後ほど掲載された、

（このプログは、学生がバンガーに滞在してい

る3週間毎LI更新され、丁寧に編集された写真

と動両、説明文を通じてプログラムの内容と学

生の様子を知ることができるようになってい

る，∂このnは夜の9時過ぎにバンガー市内に

到着し、学生は迎えにきてくれたホストファミ

リーと共に、それぞれの家へ向かった・

　翌日（28L｜）は、学生たちはそれぞれバス

や徒歩などで、ホストファミリーとスタッフの

助けを得て登校．全員がlo時に集合した，．ま
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イールドトリップで訪れる場所について、ウェ　　難しいと思われる授業であったが、私の印象で

一 ルズやイギリスの歴史・文化との関わりにお　　は、全ての学生がきちんと理解していたと思

いて学ぶ授業があった。教員の説明は身振り、　う。

手振りを使ったわかりやすい英語でなされ、学　 翌日は、バスでのフィールドトリップであっ

生からの発言を引き出すための働きかけが常に　　た。前Uに学んだ場所を実際に訪れ、単に観光

あった。また写真やホワイトボードが効果的に　　するだけではなく、学生たちは前日の授業で学

利用されていた。さらに、説明の内容にうまく　　んだ内容に関する問題を、グループで解いてい

絡めて、学生を立たせて歩かせたり、男女のぺ　　くことが求められた。これによって、前日の学

アで腕を組んで歩かせたりすることで、学生の　　びがより深められ、フィールドトリップがより

身体や気持ちをほぐし、クラスの雰囲気を活気　　充実したものになったことは、確かである。

つかせることも、効果的になされていた。　　　　　私が実際に参観した授業は以上であるが、そ

　初日の昼休みには、バンガー市内のツアーが　　の他、「Writing」や「Active　English＆Speak一

組み込まれていた。IJSのスタッフの案内で、　ing」、「Listening，　Pronunciation，　Discussion」と

バス停やスーパーマーケット、カフェなどの場　　いった英語の4技能を磨く授業に加え、街頭で

所を確認した。街の中心にあるバンガー大聖堂　　のインタビューなどフィールドワークを含む

前で記念撮影の後、解散後に各自昼食を取っ　　「ビジネス研究（Business　Studies）」や、異なる

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　階級をターゲットにした新聞2紙を比較し、報

　午後はウェールズの過去の出来事を扱った記　　道の視点や表現の仕方がどのように違っている

事を読んで理解するという「Reading」の授業　　かを考える「メディア研究（Media　Studies）」、

であった。英文記事を黙読した後、難しい語彙　修了式で成果を披露することになる「劇

や描写されている状況について教員が絵を描い　　（Drama）」の授業など、学生にとってはかなり

たりパラフレーズ（言い換え）をしたり、学生　　チャレンジングな内容の授業もプログラムの中

自身が考えたりする中で、内容を理解していっ　　に組み込まれている。また、ウェールズ語を学

た。読解にあたっては、文章中の直喩（simile）　ぶ授業もあり、学生にとってウェールズの文

の効果を考えるといった修辞的な視点も導入さ　　化、ウェールズ人の心に触れる貴重な時間とな

れていた。ある程度英語の語彙力、文法力、読　　っている。

解力を身につけていなければ、ついていくのは　　　最初のオリエンテーションで学生全員に伝え

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　られたことであるが、3週間のプログラムの最

　　　一一・一＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿．．一＿　　　　　後には、学生はその間に学んだ内容についての

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ファイナルテストを受けることになっている。

そのため、授業の中ではきちんとノートをとる

こと、理解できないことは放っておかないこと

が、強く推奨されていた，このことからもわか

るように、このプログラムでは単なる異文化体

験に終わらず、短期間であるとしても英語の4

技能や表現力を磨くこと、イギリスやウェール
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ズの文化や歴史について学ぶことが大きな目標　　Ceremony）がバンガー市内の教会で行われた。

とされている。　　　　　　　　　　　　　　練習を重ねて本番を迎えた英語劇、日本の文化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や出身地を紹介するプレゼンテーション、数名

　　　　ホームステイについて　　　　　　の代表によるスピーチによって、プログラムで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の成果を披露した後、参会者全員でのウェール

　学生は基本的に一人ずつ現地の家庭にホーム　　ズ語によるウェールズ国歌の合唱と、ホストフ

ステイし、3週間を過ごす。ホストファミリー　　アミリーや先生方、一緒に学んだ仲間たちとの

と学生とのマッチングは、学生の趣味や嗜好な　　茶話会で、学生たちは3週間のプログラムを締

どを考慮してIJSが行ってくれる。砂田氏によ　　めくくった。この修了式に休日の時間を割いて

ると、ホストファミリーを引き受けてくれる家　　ほとんどのホストファミリーが集まってくれた

庭は、ほとんどが毎年IJSのプログラムに協力　　ことからも、ホストファミリーの方々が学生を

してくれている。そのため、学生との接し方に　　心から受け入れてくれていることが伺える。

も慣れており、日常生活の中でも学生のために

ゆっくり話したり、英語の表現を教えたりとい　　　終わりに

った教育的な配慮もしてくれるようである，ま

た学生を家庭の一員として温かく受け入れ、週　　　上述の通り、この度本学では初めてバンガー

末には家庭ごとにピクニックや観光などに連れ　　大学におけるIJSによる英語研修プログラムに

て行ってくれる。ある家庭が、都合で週末の時　　参加したが、引率教員として授業を参観し、

間を学生のために割くことのできない場合は、　IJSスタッフの学生に対する行き届いたサポー

他のホストファミリ…がその学生も一緒に観光　　トを目にすることで、またIJSが発信するプロ

に連れて行くというように、ホストファミリー　　グラムに関するプログの文面や写真を通して、

同士の協力体制もできている。　　　　　　　　　このプログラムが細かな配慮をもって運営され

　このようなホストファミリーの温かい協力　　ており、非常に充実した内容を持っていること

は、ウェールズというホスピタリティの精神に　　を実感した。またスタッフ、教員、さらにホス

富む土地柄もあるようだが、さらにはIJSスタ　　トファミリーのチームワークが極めてうまく機

ッフと各家庭との間の密なコミュニケーション　　能していることもよくわかった。

に基づく信頼関係の賜物であるという印象を受　　　今後も、イギリスの文化に触れ、英語を学び

けた。そしてまた、ホームステイ先でのマナー　　たいという意欲を持った学生を、本学から一人

について、オリエンテーション時にかなり細か　　でも多く、このプログラムに送ることができた

な注意がなされること、プログラムの後には、　　らと考えている。

IJSスタッフが各家庭と面談をして、情報を共

有することを欠かさず行っているということか

らも、その信頼関係の裏にはIJSの丁寧な対応

があることを強く感じた。

　最終日には、ホストファミリーやバンガー副

市長、前市長などを招いての修了式（Closing
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参考資料

9月7日（月）から9月目日（金）までの時間割。科目名の下の略語は担当者を意味する（欄下参照）。

2
』

∈

F

Lo
達 よc o
但 栢

鎗 』
で

　芭Oro

犠§ζ皇

　oOLLo　脅

ド＄

工輩
署 2田

OOピ←占

　宮o；⇔z山

：篇く

や 一　　埠

卓
三

・一ト

凸在゜δ

900．ウ’＝一｝
芭

　口o　oqモio　　コ

⊇
、を』

　力　唱ε◎ぶ　コ9捕霧

§言

Tあi嵩
8四息
寺玉1一Σ

O　bOo可壽智←9自　る

編鐙
〉娠
．惚

〉

ぶo

白雛礼．令コ1＿声口＿ハ

81亘

寸丈“　o

　⊂
ロ　コ
寸」

　奉　拐

8窒卜oT△
c

　ω　　L　．聖80「コ　栢03巴吉句w

胡婁
ぷ§

o’£
韓　＋ジ コ　Φ

違
‘．

c烏で　一
口　織　コ

．…≡ ．聾 功
ぷ 」
呵
o

吟
マ
貞
丁埠二

　○寺。。

ぷ必

写ぷ智

詫呈r≧＝

頃
窯鞠N　仁

uウ
叉b9ぐ∨　c

一 Φ
〉

口
可 o
ε ＜
恒
Lo

占埠o＝
8ぷ

吉雛
二、－

　FF
一占

二N　灘▼一▼一＿闘

口
．．o bO

参 ≠

、⊆ 虹 ⊂

ヱ o o

09
＝人｝e9畜

oqao

　き09ζqコ2

：灘ま9ぱ　吟補

　る　’6　⊆　⊂8　コ　o二　⊆’あ一〇　ω功

占庄8芝
2蜷　．一

鵠

σ｝‘6

　．萎

；の×

惑在

9るく

器餐∨

這

ω

旦 ＜ 口 ＜ m ＜ oo ＜ m ＜ 口o

o

〉
＜
ozo
Σ

〉
＜
o
出⊃←

〉
＜
ooo
皇△山≧

〉
〉
＜o置⊥

ε

8
泰

態

畠

旨

1

Ω
ゼ

晶o

ぷ
Φ
」
Φ

o
き

Q
　迎
　冨
　日

7ぷ

陽き

。三

鍔
ξx

琶

芸
。i

li

欝

訴岳
製▲


